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コンクリート構造物のひび割れ自己修復工法の提案表 題

鉄筋コンクリート構造物，プレキャストコンクリート製品適用製品

コンクリートの材料強度を超える過度の引張応力，温度応力及び収縮に伴う引張応力によりひ

び割れが発生し，その完全な防止は非常に困難である。ひび割れはコンクリートの強度の低下

や気密性の低下などの直接的な性能劣化だけでなく，中性化や塩害などによる劣化を促進し，

鉄筋の錆を誘発することで早期劣化の原因となる。コンクリート打設時に，供試体内部に中が空

洞で円管状のネットワークを作製し自己修復システムを提案する。

目 的

この方法は，コンクリートにネットワークを作製し，補修剤を注入することでコンクリートに

ひび割れが発生した際，補修剤を内包したネットワークの内部にも亀裂が発生し，補修

剤がひび割れに充填されることで修復することができる。本発明は，RC構造物に発生し

たひび割れを，自動的に修復させることを目的とし，ネットワーク及び補修剤を自己修復

システムとして用いた際の自己修復性能として，1)繰り返し修復を行った際の強度回復

率の変化，2)養生温度が補修剤の硬化時間に及ぼす影響，3)補修剤の粘性とひび割れ

幅の違いがひび割れへの充填に及ぼす影響について検討を行った。その結果，繰り返

し修復を行うことで強度が上昇すること，ひび割れに充填された補修剤の硬化期間，並

びに補修剤が修復可能なひび割れ幅の範囲について確認できた。
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